
国
際
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
主
体
化（
日
比
）

国
際
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
主
体
化

│
│
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
田
村（
佐
藤
）俊
子
「
侮
蔑
」
│
│

日
　
比
　
嘉
　
高

１　

は
じ
め
に

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
俳
人
を
中
心
に
編
ま
れ
た

自
由
律
俳
句
集
『
炬
火
』（
一
九
三
三
年
）、
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
「
侮
蔑
」

（
一
九
三
八
年
）、
田
中
英
光
「
オ
リ
ン
ポ
ス
の
果
実
」（
一
九
四
〇
年
）
を

用
い
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
人
々
の
主
体

化
と
の
関
係
性
、
お
よ
び
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
国
際
イ
ベ
ン
ト
が
、
い

か
な
る
〈
接
触
領
域
〉
と
し
て
機
能
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
）
1
（

た
。
こ
の
論

考
で
は
、
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
の
「
侮
蔑
」
に
焦
点
を
し
ぼ
り
、
そ
の
作
品

に
描
か
れ
た
主
体
化
の
あ
り
方
を
考
察
す
）
2
（

る
。

　

ま
ず
簡
単
に
、
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
整
理
し
て
お
く
。
第
一
〇
回
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
米
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
を
会
場
と
し
て
開
か
れ
た
。
米
国
で
開
催
さ
れ
る
大
会
と
し
て
は
第
三

回
の
セ
ン
ト
・
ル
イ
ス
大
会
（
一
九
〇
四
年
）
に
継
ぐ
二
度
目
の
大
会
と
な

る
。
米
国
太
平
洋
岸
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
地

元
の
財
界
や
メ
デ
ィ
ア
が
結
束
し
て
援
助
し
、
十
万
五
千
人
を
収
容
す
る
メ

イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
、
一
万
二
千
席
を
擁
す
る
水
泳
施
設
な
ど
が
建
設
さ
れ
、

大
が
か
り
な
準
備
が
進
め
ら
れ
）
3
（

た
。
た
だ
し
、
期
せ
ず
し
て
こ
の
大
会
は
世

界
大
恐
慌
の
な
か
で
の
大
会
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
選
手
派
遣
は
激

減
、
一
方
で
日
本
の
選
手
団
は
前
回
と
比
較
し
て
三
倍
以
上
増
と
な
る
一
三

一
人
だ
っ
た
。

　

日
本
で
は
一
九
二
〇
年
代
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
裾
野
が
広
が
り
、

新
聞
社
な
ど
の
大
メ
デ
ィ
ア
が
主
導
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
や
対
抗
戦
も
行

わ
れ
、
人
気
ス
ポ
ー
ツ
の
大
き
な
大
会
は
メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
化
し
て

い
）
4
（
た
。
競
技
に
よ
っ
て
は
選
手
た
ち
の
実
力
も
世
界
レ
ベ
ル
と
な
り
、
水
泳

を
始
め
、
世
界
の
選
手
た
ち
と
比
肩
す
る
水
準
と
な
っ
て
い
た
。
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
世
界
的
な
注
目
が
集
ま
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
そ
こ
で
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
、
ひ
い
て
は
日
本
と
い
う

国
の
国
力
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

本
研
究
の
文
脈
に
お
い
て
は
、
こ
の
大
会
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
と
い
う
、
米

国
日
系
移
民
最
大
の
集
住
地
の
一
つ
で
行
わ
れ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
日
本
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の
代
表
選
手
団
が
活
躍
す
る
に
際
し
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
人
の
サ

ポ
ー
ト
は
追
い
風
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
）
5
（

た
。
田
中
英
光
の
「
オ
リ
ン
ポ

ス
の
果
実
」（『
文
学
界
』
一
九
四
〇
年
九
月
）
に
も
、
選
手
た
ち
を
応
援

し
、
協
力
を
惜
し
ま
な
い
地
元
日
系
人
た
ち
の
姿
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

２　

田
村（
佐
藤
）俊
子
と
「
侮
蔑
」

　

田
村
（
佐
藤
）
俊
子
は
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活
躍
し
た
文
学

者
だ
が
、
登
場
人
物
の
女
性
を
彼
女
独
特
の
感
覚
描
写
を
も
っ
て
描
き
な
が

ら
、
同
時
に
同
時
代
の
女
性
解
放
運
動
と
も
接
点
を
有
し
て
い
た
点
で
高
い

評
価
を
受
け
て
来
た
。
彼
女
に
は
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、

上
海
と
い
う
海
外
で
の
活
動
歴
が
あ
り
、
近
代
に
お
け
る
女
性
の
移
動
と
そ

の
表
現
の
あ
り
方
の
観
点
か
ら
も
近
年
再
評
価
の
気
運
が
あ
る
。

　

俊
子
は
一
九
一
八
年
、
先
に
渡
航
し
て
い
た
恋
人
の
鈴
木
悦
を
追
っ
て
、

カ
ナ
ダ
に
渡
っ
た
。
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
に
居
を
定
め
、
労
働
運
動
や
婦
人

運
動
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
当
地
の
日
本
語
新
聞
『
大
陸
日
報
』
に
婦
人

論
や
短
歌
な
ど
を
発
表
し
）
6
（

た
。
一
九
三
三
年
に
は
一
時
帰
国
中
だ
っ
た
鈴
木

悦
が
病
没
し
、
彼
女
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
へ
と
移
動
し
た
。
や
は
り
同
地
の
日

本
語
新
聞
『
羅
府
新
報
』
に
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
載
せ
て
い
た
が
、
一
九
三
六

年
三
月
に
帰
国
し
て
い
る
。

　

帰
国
後
の
彼
女
の
日
本
滞
在
は
短
か
っ
た
。
一
九
三
八
年
一
二
月
に
は
中

央
公
論
社
の
特
派
員
と
し
て
、
再
び
中
国
大
陸
へ
渡
っ
た
。
彼
女
が
日
本
に

滞
在
し
た
三
年
足
ら
ず
の
間
に
、
米
国
滞
在
時
代
の
経
験
を
生
か
し
た
日
系

二
世
た
ち
の
物
語
が
集
中
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
本
論
で
扱
う
「
侮
蔑
」
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
彼
女
の
日
系
二
世
関
係
の
小
説
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
一
九
三
六
年
一
〇
月
、「
小
さ
き
歩
み
」（『
改
造
』）。
同
年
一
二
月
、

「
薄
光
の
影
に
寄
る
│
小
さ
き
歩
み
（
続
）
│
」（『
改
造
』）。
一
九
三
七
年
三

月
、「
愛
は
導
く
│
小
さ
き
歩
み
（
完
）
│
」（『
改
造
』）。
一
九
三
八
年
七

月
、「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
物
語
」（『
中
央
公
論
』）。
同
年
一
二
月
、「
侮
蔑
」

（『
文
芸
春
秋
』）。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
は
近
年
研
究
が
進
み
つ
つ

あ
）
7
（
る
。
し
か
し
彼
女
の
社
会
主
義
思
想
と
の
関
連
や
、
帰
国
後
の
日
本
社
会

の
観
察
と
の
照
応
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
問
題
な
ど
論
点
は
多
く
出
さ

れ
て
い
る
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
係
に
着
目
し
た
研
究
は
存
在
し
な

い
。
今
回
は
こ
れ
ら
の
作
品
中
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
描
写
を
含
む
「
侮

蔑
」
を
検
討
す
る
。
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

日
系
二
世
の
ジ
ミ
イ
は
一
九
二
〇
年
頃
の
排
日
の
風
潮
が
強
い
北
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
式
の
教
育
を
受
け
、
高
い
教
養

を
持
ち
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ
カ
の
社
会
に
出
て
行
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
が
、
二
世
た
ち
の
性
格
を
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
ア
メ
リ

カ
に
い
な
が
ら
日
本
人
社
会
と
故
国
日
本
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
い
た
彼
ら

の
親
の
世
代
、
一
世
た
ち
の
あ
り
方
が
原
因
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ

た
。
一
世
の
封
建
性
と
閉
鎖
性
が
、
ア
メ
リ
カ
人
の
排
日
思
想
を
呼
ん
だ
の

で
あ
っ
た
。
ジ
ミ
イ
は
、
日
本
人
社
会
の
外
に
出
よ
う
と
し
な
い
二
世
た
ち
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を
覚
醒
さ
せ
よ
う
と
す
る
運
動
を
始
め
た
が
、
満
足
な
反
応
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。

　

そ
の
こ
ろ
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
の
選

手
団
が
大
活
躍
を
し
た
。
外
国
選
手
と
対
等
に
戦
い
、
競
技
に
敗
れ
て
も
優

れ
た
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
見
せ
る
選
手
の
姿
は
、
ジ
ミ
イ
や
二
世
た
ち
に
強
い
感

銘
を
与
え
た
。
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
も
日
本
を
称
賛
し
た
。
ジ
ミ
イ
の
心
は
日

本
に
向
か
い
、
日
本
の
文
化
を
よ
り
深
く
知
る
た
め
に
日
本
へ
渡
っ
た
。

　

し
か
し
日
本
の
人
々
は
、
移
民
の
子
供
で
あ
り
、
日
本
語
も
、
日
本
の
し

き
た
り
も
十
分
に
理
解
し
な
い
二
世
た
ち
を
侮
蔑
し
、
他
者
化
し
た
。
ジ
ミ

イ
は
熱
心
に
日
本
文
化
を
勉
強
し
た
が
、
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

ジ
ミ
イ
の
同
郷
で
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
の
同
窓
生
で
も
あ
る
ガ
ー
ル
フ
レ

ン
ド
の
万
利
子
も
日
本
へ
や
っ
て
き
た
。
彼
女
も
同
じ
壁
に
ぶ
つ
か
り
、
そ

し
て
彼
女
は
故
郷
で
あ
る
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
と
帰
る
こ
と
を
選
ん
だ
。
ジ

ミ
イ
は
、
日
本
の
社
会
で
疎
外
感
を
覚
え
な
が
ら
、
し
か
し
な
ぜ
自
分
が
日

本
に
魅
か
れ
る
の
か
と
考
え
込
む
。
移
民
の
子
が
日
本
で
生
き
る
事
の
寂
し

さ
の
謎
を
解
く
ま
で
は
帰
ら
な
い
と
、
彼
は
万
利
子
に
言
っ
た
。

　

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
二
世
祭
が
開
か
れ
、
二
世
た
ち
の
社
会
進
出
が
始
ま
っ

て
い
た
。
ジ
ミ
イ
は
そ
れ
を
知
ら
せ
る
仲
間
や
万
利
子
の
手
紙
を
読
み
な
が

ら
、「
自
分
の
故
郷
も
ア
メ
リ
カ
に
あ
る
の
だ
ら
う
か
」
と
自
分
自
身
に
問

う
た
。

　

以
上
の
あ
ら
す
じ
を
見
る
と
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
生
ま
れ
の
日
系
二
世
た

ち
の
民
族
的
な
意
識
が
変
容
す
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
日
本
人
選
手
団
の
活
躍
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
よ

り
深
く
、
こ
の
点
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

３　
「
侮
蔑
」
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
表
象
を
考
え
る

　

ま
ず
背
景
と
し
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
生
ま
れ
の
二
世
た
ち
が
生
き
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
し
て
の
社
会
状
況
が
あ
る
。
そ
れ

は
俊
子
自
身
が
「
小
さ
き
歩
み
」
の
連
作
や
、「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
物
語
」
に

お
い
て
追
求
し
て
き
た
テ
ー
マ
で
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
若
い
学
生
た
ち
の

も
つ
人
種
的
な
懸
隔
の
感
覚
を
「
小
さ
き
歩
み
」
は
次
の
よ
う
に
描
い
て
い

る
。

　
　

学
校
の
外
の
生
活
│
│
ソ
シ
ア
ル
・
ラ
イ
フ
と
彼
等
は
呼
ぶ
。
│
│
大

人
に
近
付
く
学
生
の
間
に
は
幼
い
ソ
シ
ア
ル
・
ラ
イ
フ
の
交
渉
が
学
校

の
外
で
初
ま
る
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
に
同
じ
人
種
で
な
い
為
の
疎
外

が
│
│
ダ
ン
ス
の
相
手
に
選
ば
れ
な
か
つ
た
と
か
、
或
る
会
に
招
か
な

か
つ
た
と
か
、
こ
ん
な
疎
外
が
友
人
の
間
に
知
ら
ず
〳
〵
に
行
は
れ
る

こ
と
を
、
不
快
に
見
出
だ
す
の
は
差
別
さ
れ
る
異
人
種
の
学
生
た
ち
で

あ
つ
た
。
明
瞭
な
人
種
に
よ
る
差
別
が
斯
う
し
た
時
に
、
鏡
に
映
る
自

分
の
姿
を
ふ
と
認
め
た
や
う
に
「
自
分
は
人
種
が
異
ふ
」
と
云
ふ
意
識

を
喚
び
覚
ま
し
、「
除
け
者
」「
別
な
者
」
と
し
て
扱
は
れ
る
侮
辱
が
、

彼
等
の
若
芽
の
や
う
な
軟
ら
か
な
こ
ゝ
ろ
に
、
一
と
つ
の
ト
ゲ
を
刺
す
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の
だ
つ
た
。（
一
〇
五

－

一
〇
六
）
8
（

頁
）

　

ま
た
俊
子
は
「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
物
語
」
に
お
い
て
も
二
人
の
日
系
移
民
二

世
の
若
い
女
性
を
取
り
上
げ
、
結
婚
や
仕
事
に
ま
つ
わ
る
親
世
代
と
の
桎
梏

や
、
主
流
社
会
と
の
文
化
的
な
差
異
が
も
た
ら
す
人
生
の
選
択
の
困
難
さ
を

描
い
て
い
る
。

　
「
侮
蔑
」
も
や
は
り
こ
れ
ら
の
物
語
と
同
様
に
、
米
国
生
ま
れ
の
二
世
た

ち
の
困
難
か
ら
物
語
を
は
じ
め
て
い
る
。
冒
頭
で
描
か
れ
る
主
人
公
の
ジ
ミ

イ
を
は
じ
め
と
し
た
二
世
た
ち
の
造
形
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

亜
米
利
加
に
生
れ
た
ジ
ミ
イ
は
、
一
九
二
〇
年
頃
の
、
い
ち
ば
ん
頂

点
の
排
日
の
悪
感
情
の
中
で
、
恥
ぢ
の
多
い
少
年
期
を
過
ご
し
た
二
世

の
一
人
で
あ
つ
た
。
子
供
を
背
負
つ
て
畑
に
出
て
働
く
日
本
婦
人
の
画

が
、
英
字
紙
の
一
面
に
事
々
し
く
掲
げ
ら
れ
た
り
、
日
本
人
種
は
黒
人

種
よ
り
も
劣
等
だ
と
云
は
れ
る
や
う
な
人
種
的
な
虐
待
を
文
明
人
か
ら

受
け
な
が
ら
、
歯
を
食
ひ
し
ば
つ
て
働
く
親
た
ち
の
懐
に
成
長
し
た
一

人
で
あ
つ
た
。

　
　
　

こ
ん
な
環
境
の
中
で
お
づ
〳
〵
と
育
つ
た
二
世
た
ち
は
、
圧
し
挫
が

れ
た
精
神
が
其
の
ま
ゝ
の
性
格
と
な
り
、
教
養
で
躾
け
ら
れ
た
純
直
さ

は
あ
つ
て
も
、
萎
縮
し
た
心
は
伸
び
〳
〵
と
白
人
の
社
会
へ
進
ん
で
行

か
う
と
す
る
強
気
を
失
は
せ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
高
い
教
育

で
カ
ル
チ
ュ
ア
さ
れ
た
頭
脳
は
、
其
の
頭
脳
で
自
分
た
ち
の
生
活
の
矛

盾
を
考
へ
る
こ
と
が
出
来
て
も
、
其
れ
を
広
い
社
会
に
向
つ
て
押
切
る

力
は
持
て
な
か
つ
た
。（
三
七
六
頁
）

　

物
語
が
言
及
す
る
の
は
、
一
つ
に
は
米
国
太
平
洋
岸
を
中
心
に
広
が
っ
た

排
日
運
動
と
い
う
社
会
的
背
景
で
あ
る
。
日
本
人
児
童
の
隔
離
教
育
措
置

や
、
土
地
の
所
有
制
限
を
定
め
る
法
の
制
定
な
ど
と
い
っ
た
公
的
な
権
利
制

限
の
問
題
や
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
も
連
動
し
な
が
ら
、
排

斥
の
感
情
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
を
は
じ
め
と
し
た
日
本
人
の
多
く
住
む
地

域
に
お
い
て
人
種
的
な
対
立
感
情
を
深
め
て
い
）
9
（

た
。

　

も
う
一
つ
、
テ
キ
ス
ト
は
日
系
移
民
た
ち
自
身
の
中
に
あ
っ
た
世
代
間
対

立
と
い
う
溝
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。
一
世
た
ち
は
日
本
式
の
や
り
方
を
貫

き
、
し
ば
し
ば
そ
れ
を
二
世
た
ち
に
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
二
世

た
ち
は
ア
メ
リ
カ
式
の
教
育
を
受
け
、
英
語
を
話
し
、
ア
メ
リ
カ
的
な
価
値

観
を
も
っ
て
成
人
し
て
い
く
。
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
の
作
品
が
描
き
出
す
の

は
、
人
種
的
懸
隔
と
世
代
的
懸
隔
と
い
う
二
つ
の
へ
だ
た
り
の
中
で
苦
し
む

若
い
二
世
た
ち
の
姿
な
の
で
あ
る
。

　
「
侮
蔑
」
に
お
い
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
派
遣
選
手
団
が
や
っ
て
く
る
の

は
、
そ
う
し
た
彼
ら
の
前
で
あ
る
。
日
本
人
選
手
の
活
躍
は
、
二
世
た
ち
に

何
を
も
た
ら
し
た
だ
ろ
う
か
。

　
　
　

ジ
ミ
イ
は
初
め
て
、
日
本
選
手
た
ち
の
上
に
、
自
分
の
親
の
生
れ
た

日
本
を
見
出
し
た
。
地
図
で
見
る
小
さ
な
日
本
、
無
智
な
一
世
た
ち
を
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生
ん
だ
日
本
を
代
表
す
る
選
手
た
ち
は
、
ジ
ミ
イ
の
目
を
驚
き
で
見
張

ら
せ
る
ほ
ど
生
気
と
剛
気
に
充
ち
て
ゐ
た
。
教
養
的
な
態
度
、
其
の
教

養
は
自
分
た
ち
の
受
け
た
も
の
よ
り
も
、
も
つ
と
深
く
、
系
統
付
け
ら

れ
た
品
格
が
あ
る
や
う
に
思
は
れ
た
。
こ
の
青
年
選
手
を
生
ん
だ
日
本

が
、
自
分
の
無
教
養
な
親
た
ち
を
生
ん
だ
非
文
明
な
日
本
と
同
じ
だ
と　

は
ジ
ミ
イ
に
は
想
像
も
さ
れ
な
か
つ
た
。

　
　
　

日
本
選
手
は
外
国
選
手
と
対
等
の
競
技
に
参
加
が
出
来
る
ほ
ど
の
国

際
的
な
名
誉
と
地
位
と
を
持
つ
て
ゐ
た
。
そ
し
て
競
技
に
は
敗
れ
て
も

外
国
選
手
を
凌
ぐ
ス
ピ
リ
ツ
ト
の
強
さ
で
勝
つ
て
ゐ
た
。（
三
七
九
頁
）

　

二
点
に
注
目
し
た
い
。
ま
ず
、
日
本
人
選
手
へ
の
敬
意
が
、
や
は
り
「
無

智
な
一
世
」
と
の
対
比
に
お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
二
世
た

ち
の
抱
え
て
い
る
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
主
流
社
会
と
は
違
う

文
化
を
抱
え
た
ま
ま
米
国
社
会
で
生
き
る
親
世
代
の
一
世
た
ち
へ
の
い
ら
だ

ち
と
軽
蔑
に
そ
の
根
の
一
端
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
小

説
の
語
り
は
、
日
本
人
の
青
年
選
手
た
ち
の
、
外
国
選
手
と
比
肩
し
う
る

「
国
際
的
な
名
誉
と
地
位
」「
ス
ピ
リ
ツ
ト
」
を
対
置
し
て
い
る
。
そ
れ
が
ジ

ミ
イ
た
ち
二
世
の
誇
り
の
感
情
を
呼
び
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
日
本
人
選
手
た
ち
へ
の
敬
意
が
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
し
て

の
身
体
能
力
や
記
録
の
高
さ
に
依
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ジ
ミ
イ
ら
が
注
目
す
る
の
は
、
日
本
人
選
手
た
ち
の

「
教
養
的
な
態
度
」
で
あ
り
、「
品
格
」
だ
っ
た
。
二
世
は
、
競
技
に
お
け
る

勝
利
に
注
目
し
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
選
手
た
ち
の
も
っ
て
い

た
社
会
的
地
位
や
精
神
性
、
文
化
資
本
こ
そ
が
、
二
世
の
誇
り
の
感
情
を
刺

激
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　

作
品
は
二
世
た
ち
の
感
銘
を
語
り
、
周
囲
の
ア
メ
リ
カ
人
た
ち
が
日
本
を

賞
め
る
こ
と
に
喜
ぶ
二
世
た
ち
の
感
情
を
描
く
。
そ
し
て
二
世
た
ち
が
、
日

本
選
手
団
を
応
援
す
る
声
に
和
す
る
よ
う
す
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
た
。

　
　

勝
利
の
日
本
の
旗
が
高
く
競
技
場
に
掲
げ
ら
れ
た
時
は
、
二
世
は
思
は

ず
興
奮
し
た
。

　
　
　
「
ニ
ツ
ポ
ン
│
│
」

　
　
　

自
分
の
唇
か
ら
迸
る
声
援
の
声
か
ら
、
二
世
は
自
分
の
血
の
中
に
新

ら
し
い
日
本
を
感
じ
て
一
層
興
奮
し
た
。（
同
頁
）

　

二
世
た
ち
は
「
自
分
の
血
の
中
に
新
ら
し
い
日
本
を
感
じ
」
た
と
さ
れ

る
。
一
世
の
親
を
軽
蔑
し
、
そ
れ
を
「
非
文
明
」
だ
と
考
え
る
二
世
の
思
考

は
、
ア
メ
リ
カ
の
主
流
社
会
の
文
化
的
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
っ
て
い
い

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
日
本
人
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
活
躍
は
身
体
性

の
象
徴
で
あ
る
「
血
」
に
訴
え
か
け
て
い
る
。
二
世
た
ち
が
感
銘
を
受
け
た

の
が
国
際
的
な
│
│
つ
ま
り
身
体
に
ま
つ
わ
る
問
題
で
あ
る
「
人
種
」
を
越

え
う
る
│
│
「
教
養
」
で
あ
り
「
品
格
」
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、「
教

養
」
と
「
血
」
と
い
う
矛
盾
す
る
要
素
が
す
で
に
こ
こ
に
は
ら
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
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こ
の
後
、
ジ
ミ
イ
は
日
本
を
目
指
す
。「
日
本
選
手
が
残
し
て
行
つ
た

「
ニ
ツ
ポ
ン
」
は
、
二
世
の
上
に
新
ら
し
い
日
本
の
感
覚
で
、
自
分
の
生
活

を
感
じ
さ
せ
、
そ
し
て
考
へ
さ
せ
る
や
う
な
強
い
印
象
で
あ
つ
た
」（
同

頁
）。
し
か
し
、
彼
の
祖
国
を
求
め
る
旅
は
失
敗
に
終
わ
る
。
日
本
の
「
文

明
」
に
魅
か
れ
た
ジ
ミ
イ
だ
が
、
一
方
で
彼
は
自
身
の
「
血
」
の
力
を
信
じ

て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
日
本
人
の
「
血
」
を
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
日
本
の

「
教
養
」
の
な
か
に
入
り
込
め
る
と
い
う
暗
黙
の
想
定
が
ジ
ミ
イ
の
中
に

あ
っ
た
。
そ
し
て
当
然
「
血
」
は
そ
の
ま
ま
「
教
養
」
に
は
結
び
つ
か
な

い
。
当
初
か
ら
あ
っ
た
「
教
養
」
と
「
血
」
の
乖
離
が
、
ジ
ミ
イ
の
失
敗
の

一
つ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
侮
蔑
」
の
描
く
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
主
体
化
が
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
、
整
理
し
て
み
よ
う
。「
侮
蔑
」
が
示
し
て
い
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
は

教
養
・
文
明
と
相
関
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加

は
国
際
的
＝
西
洋
的
尺
度
へ
の
参
加
の
証
明
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
近
代
ス

ポ
ー
ツ
が
抱
え
て
い
た
貴
族
文
化
と
し
て
の
一
面
を
引
き
ず
る
も
の
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
）
10
（

う
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
は
大
衆
化
し
て
い
っ
た

が
、
な
お
そ
こ
で
支
配
的
だ
っ
た
の
は
西
欧
的
価
値
観
で
あ
り
、
非
西
欧
諸

国
に
と
っ
て
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
、
活
躍
す
る
こ
と
そ
の
も
の
が

そ
の
価
値
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
は
勝
敗
だ
け
で
は
な
い
。「
教
養
」「
品
格
」「
ス
ピ
リ
ツ

ト
」
な
ど
と
い
う
文
化
や
精
神
に
ま
つ
わ
る
言
葉
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を
語
る
言

葉
の
中
で
前
面
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
侮
蔑
」
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
が
「
日
本
」
を
開
催
地
へ

と
運
び
、「
日
本
」
と
観
客
と
を
結
び
つ
け
、
そ
し
て
「
日
本
」
を
後
に
残

す
よ
う
す
を
描
き
出
す
。
小
説
作
品
の
読
解
に
よ
り
わ
か
る
の
は
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
ア
ス
リ
ー
ト
を
集
め
、
競
技
会
を
行
っ
た
だ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
国
別
対
抗
競
技
と
い
う
枠
組
み
は
、
国
家
を
前
景
化
し
、
観

客
へ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
呼
び
か
け
を
行
う
。「
日
本
」
の
文
明
的
価
値

を
「
発
見
」
し
た
ジ
ミ
イ
は
、
み
ず
か
ら
「
ニ
ツ
ポ
ン
」
と
叫
ぶ
こ
と
で
、

自
身
の
「
血
」
を
確
認
し
、「
日
本
人
」
と
し
て
主
体
化
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
そ
の
影
響
は
競
技
を
見
る
瞬
間
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。「
ニ
ツ
ポ
ン
」

を
、「
日
本
人
選
手
が
残
し
て
行
つ
た
「
ニ
ツ
ポ
ン
」
は
、
二
世
の
上
に
新

ら
し
い
日
本
の
感
覚
で
、
自
分
の
生
活
を
感
じ
さ
せ
、
そ
し
て
考
へ
さ
せ
る

や
う
な
強
い
印
象
で
あ
つ
た
」（
三
七
九
頁
）。「
ニ
ツ
ポ
ン
」
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
後
も
、
二
世
の
若
者
た
ち
の
間
に
影
響
を
残
し
、
彼
ら

の
精
神
と
生
活
を
作
り
替
え
て
い
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、「
日
本
」
を
求
め

て
親
た
ち
の
祖
国
へ
と
向
か
っ
た
ジ
ミ
イ
の
物
語
│
│
そ
の
失
敗
の
│
│

は
、
長
く
尾
を
引
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
余
波
を
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。

４　

ま
と
め

　

日
系
二
世
に
と
っ
て
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、「
日
本
」

を
再
発
見
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
の
「
侮
蔑
」
は
、
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排
日
思
想
に
圧
迫
さ
れ
て
育
っ
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
二
世
た
ち
の
状
況
を

背
景
に
置
き
、「
日
本
」
を
求
め
た
二
世
た
ち
が
こ
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ベ
ン
ト
を
機
に
そ
の
自
己
認
識
を
変
容
さ
せ
る
あ
り
さ
ま
を
描
き
出

し
た
。
さ
ら
に
は
二
世
た
ち
が
実
際
に
日
本
へ
と
留
学
し
、
現
実
の
日
本
に

で
あ
っ
て
幻
滅
す
る
と
こ
ろ
ま
で
描
く
こ
と
に
よ
り
、
彼
ら
の
育
て
た
「
日

本
」
像
が
、
幻
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
も
鋭
く
描
出
し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
な
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
が
こ
の
時
代
、
単
な
る
勝
敗
や
国
威
発

揚
を
競
う
イ
ベ
ン
ト
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
教
養
」
や

「
文
明
」
す
な
わ
ち
象
徴
財
が
競
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
単
な
る
運
動
競
技
会
以
上
に
、
観
客
の
主
体
化
の
力
を
発
揮
し

た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
の
時
代
、
文
明
化

の
尺
度
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
を
国
際
的
な
競
合
の
舞
台
に
お
い
て
賭
け

る
か
ら
こ
そ
、
観
客
は
よ
り
強
く
そ
の
文
明
の
淵
源
で
あ
る
国
の
形
＝
ナ

シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
に
同
一
化
し
よ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
侮
蔑
」
が
語
っ
て
い
る
の
は
、
し
か
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
人
々
に
呼
び

か
け
る
力
が
短
期
的
な
も
の
に
と
ど
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
運
ん
だ
「
日
本
」
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
後
の
二

世
た
ち
の
姿
を
変
え
た
と
「
侮
蔑
」
は
語
っ
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
「
教
養
」
や
「
品
格
」、「
ス
ピ
リ
ツ
ト
」
を
問
い
、
人

種
間
の
優
劣
を
測
る
尺
度
に
影
響
を
与
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
回
路

を
通
じ
て
見
る
者
の
「
血
」
に
訴
え
か
け
る
巨
大
な
装
置
な
の
だ
と
し
た

ら
、
そ
の
影
響
が
長
く
残
る
こ
と
は
む
し
ろ
自
明
で
あ
る
だ
ろ
う
。
ス
ポ
ー

ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
主
体
化
は
、
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
は
終
わ
ら
な
い
の

で
あ
る
。

注（
1
） 『
炬
火
』
お
よ
び
東
西
朝
日
新
聞
社
に
よ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
派
遣
選
手
応
援
歌
に
つ

い
て
は
、
拙
稿
「
詩
が
ス
ポ
ー
ツ
を
う
た
う
と
き
│
│
一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
場
合
│
│
」『
跨
境 

日
本
語
文
学
研
究
』（
第
２
号
、
二
〇

一
五
年
六
月
）
が
あ
る
。
ま
た
拙
稿
「〈
代
表
す
る
身
体
〉
は
何
を
運
ぶ
か
│
│
一

九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
・
米
国
・
朝
鮮
の
新
聞
報
道

│
│
」（
河
原
典
史
・
日
比
嘉
高
編
著
『
メ
デ
ィ
ア
│
│
移
民
を
つ
な
ぐ
、
移
民
が

つ
な
ぐ
│
│
』
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月
）
も
参
照
。

（
2
） 

代
表
作
を
執
筆
し
て
い
た
時
代
の
筆
名
で
呼
ば
れ
る
こ
と
の
多
い
田
村
俊
子
だ
が
、

本
考
察
の
取
り
扱
う
時
期
に
お
い
て
は
佐
藤
の
名
を
用
い
て
い
た
。
本
論
文
で
は
適

宜
、
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
も
し
く
は
俊
子
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

（
３
） 

一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
し
て
は
武
田
薫
『
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
全
大
会
│
│
人
と
時
代
と
夢
の
物
語
│
│
』（
朝
日
新
聞
出
版
、
二
〇
〇
八

年
二
月
）
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
情
報
を
ま
と
め
て
い
る
。
ま
た
米
国
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化

史
の
文
脈
に
お
け
る
位
置
づ
け
は
、
井
上
弘
貴
「
ア
メ
リ
カ
ン
・
イ
メ
ー
ジ
の
構
築

│
│
32
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
前
史
と
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
変
容
・
持
続
│
│
」

（『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
│
│
複
数
の
経
験
・
複
数
の
政
治
│
│
』（
せ

り
か
書
房
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
が
議
論
し
て
い
る
。

（
４
） 

一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
と
当
時
の
日
本
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
的
、
政
治
的

状
況
に
つ
い
て
は
坂
上
康
博
『
権
力
装
置
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
│
│
帝
国
日
本
の
国

家
戦
略
│
│
』（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
八
月
）
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。

（
５
） 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
派
遣
へ
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
白
山
源
三
郎
「
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
前
羅
府
に
於
け
る
準
備
」

ʼ
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名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）

大
日
本
体
育
協
会
編
集
・
発
行
『
第
十
回
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
大
会
報
告
』
一
九
三
三
年

一
〇
月
。Y

am
am

oto, Eriko. “Cheers for Japanese A
thletes: T

he 1932 
Los A

ngeles O
lym

pics and the Japanese A
m

erican Com
m

unity. ” T
he 

Pacific H
istorical R

eview
 69.3 (2000 ): 399 ‒430.

（
６
） 

こ
の
時
期
の
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
が
あ
る
。
工
藤
美
代

子
、
ス
ー
ザ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
『
晩
香
坡
の
愛
│
│
田
村
俊
子
と
鈴
木
悦
│
│
』

ド
メ
ス
出
版
、
一
九
八
二
年
七
月
。
岩
見
照
代
「〈
鳥
の
子
〉
の
飛
翔
│
│
『
大
陸

日
報
』
を
中
心
に
│
│
」、
呉
佩
珍
「
北
米
時
代
と
田
村
俊
子
」、
狩
野
啓
子
「
移
民

労
働
者
の
な
か
へ
（
佐
藤
俊
子
・
鳥
の
子
）」、
以
上
す
べ
て
渡
邊
澄
子
編
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞　

別
冊　

今
と
い
う
時
代
の
田
村
俊
子
│
│
俊
子
新
論
│
│
』
至
文

堂
、
二
〇
〇
五
年
七
月
、
所
収
。
呉
佩
珍
「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
か
ら
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン

へ
│
│
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
に
み
る
日
本
・
北
米
・
中
国
│
│
」『
台
湾
日
本
語
文

学
報
』
二
〇
号
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
。H

origuchi, N
oriko. “T

he Body, 
M

igration, and the Em
pire: T

am
ura T

oshiko ’s W
riting in V

ancouver 
from

 1918 ‒1924. ” U
S Japan W

om
en ’s Journal 2 8 (2005 ): 49 ‒75.

（
７
） 

帰
国
時
代
の
田
村
（
佐
藤
）
俊
子
の
作
品
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
鈴
木
正
和

「
佐
藤
俊
子
「
侮
蔑
」
を
読
む
│
│
異
文
化
か
ら
見
た
日
本
へ
の
視
座
│
│
」『
昭
和

文
学
研
究
』
一
九
九
四
年
七
月
。
呉
佩
珍
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
揺
ら
ぎ
│
│
佐
藤
俊
子
の
日
系
二
世
を
描
く
小
説
群
に
見
る
二
重
差

別
構
造
│
│
」、
ア
ン
・
ソ
コ
ル
ス
キ
ー
「『
新
し
い
』
女
と
そ
の
後
│
│
田
村
（
佐

藤
）
俊
子
一
九
一
〇
年
代
作
品
と
一
九
三
〇
年
代
作
品
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
人

種
│
│
」、
以
上
筑
波
大
学
文
化
批
評
研
究
会
編
『〈
翻
訳
〉
の
圏
域
│
│
文
化
・
植

民
地
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
│
│
』
同
会
刊
、
二
〇
〇
四
年
二
月
。
高
良
留
美
子

「
田
村
俊
子
の
在
日
期
の
評
論
に
つ
い
て
」、
鈴
木
正
和
「『
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
物
語
』

『
侮
蔑
』
論
│
│
カ
ナ
ダ
体
験
後
の
俊
子
作
品
に
み
る
人
種
思
想
│
│
」、
以
上
は
前

掲
『
今
と
い
う
時
代
の
田
村
俊
子
』
所
収
。
内
藤
千
珠
子
「
双
子
型
ス
ト
ー
リ
ー
の

謎
を
ひ
ら
く
│
│
「
カ
リ
ホ
ル
ニ
ア
物
語
」
を
中
心
に
│
│
」
小
平
麻
衣
子
、
内
藤

千
珠
子
『
21
世
紀
日
本
文
学
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

田
村
俊
子
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一

四
年
一
〇
月
。
内
藤
千
珠
子
「
目
に
見
え
な
い
懲
罰
の
よ
う
に
│
│
一
九
三
六
年
、

佐
藤
俊
子
と
移
動
す
る
女
た
ち
│
│
」
紅
野
謙
介
ほ
か
編
『
検
閲
の
帝
国
│
│
文
化

の
統
制
と
再
生
産
│
│
』
新
曜
社
、
二
〇
一
四
年
八
月
。Sokolsky, A

nne. “N
o 

Place to C
all H

om
e: N

egotiating the “T
hird Space ” for R

eturned 
Japanese A

m
ericans in T

am
ura T

oshiko ’s “B
ubetsu (Scorn

). ” 
N

ichibunken Japan R
eview

 1 7 (2005 ): 121 ‒148.  Sokolsky, A
nne. “W

riting 
betw

een the Spaces of N
ation and Culture: T

am
ura T

oshiko ’s 1930s 
Fiction about Japanese Im

m
igrants. ” U

S-Japan W
om

en ’s Journal 2 8 
(2005 ): 76 ‒108. 

（
８
） 

田
村
俊
子
の
作
品
か
ら
の
引
用
は
す
べ
て
初
出
雑
誌
に
よ
る
。

（
９
） 

米
国
日
系
移
民
の
歴
史
と
そ
の
日
本
語
文
学
に
つ
い
て
は
日
比
『
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・

ア
メ
リ
カ
│
│
移
民
文
学
・
出
版
文
化
・
収
容
所
│
│
』（
新
曜
社
、
二
〇
一
四
年

二
月
）
を
参
照
。

（
10
） 

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
歴
史
と
理
念
に
つ
い
て
は
、
川
本
信
正
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」『
ス
ポ
ー
ツ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
大
修
館
書
店
、
一

九
七
八
年
五
月
）、
武
重
雅
文
「
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
宿
命
│
│
マ
ス
・
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
│
│
」（
亀
山
佳
明
編
『
ス
ポ
ー
ツ
の
社
会
学
』
世
界
思

想
社
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）
な
ど
を
参
照
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：  

田
村（
佐
藤
）俊
子
、「
侮
蔑
」、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト

252

八



国
際
ス
ポ
ー
ツ
・
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
主
体
化（
日
比
）
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Abstract

Subjectification through an International Sports Event:  
The 1932 Los Angeles Olympic Games and Toshiko Tamura (Sato)ʼs “Bubetsu (Scorn)”

Yoshitaka HIBI

 Analyzing Toshiko Tamura (Sato)ʼs “Bubetsu (Scorn)”, this paper explores how second generation 
of Japanese immigrants, the so-called Nisei, conceived of the 1932 Los Angeles Olympic Games. In the 
two years between her return to Japan from Canada in 1936 and her departure for Shanghai in 1938, 
Toshiko wrote a number of novels with Nisei protagonists living in the United States. Most works 
depict the difficulties to live as minority youths during the anti-Japanese sentiment in the United 
States of the 1920‒30s. “Bubetsu” was the one such novel. Trough an analysis of the representation 
of Nisei and the Olympic Games in the text, I show that apart from being a sports event, the Games 
function as powerful device to measure the level of educational and cultural refinement, as well as the 
spirit of the athletes. Ultimately, they became a scale for measuring excellence of each ethnic group 
or race, appealing to the audienceʼs “blood pride” through nationalistic enthusiasm.

Keywords: Toshiko Tamura (Sato), “Bubetsu (Scorn),” Olympic Games, Los Angeles, sports event


